
 

 

★ ７７日間の２学期がスタートしました 
 

「あいさつ」とは、漢字で書けば「挨拶」となります。「挨」とは「心を開く」

「近づく」という意味で、「拶」とは「相手に迫る」「心に近づく」という意味で

す。つまり、人と人とが挨拶をするということは、互いが心を開いて近づき、互

いの存在を認めることです。人は誰でも、人と仲良くなりたいと思っています

し、自分の存在を人から認めてほしいと思っています。その証拠に、誰でも友達ができると嬉しいし、自分

の良さを人から認めてもらえると嬉しいものです。これは人間の本能でもあります。だから挨拶をすること

で、互いの存在を認め合い、互いにいい気持ちで過ごすことができるのです。 

そんな中でも、私が生徒の皆さんとの挨拶の次に嬉しいなと思う挨拶は、車を運転しているときに対向

車の運転手の方や、歩行者の人と交わす挨拶です。例えば狭い道路で車同士がすれ違うときに、こちら

が待ってあげると、相手の対向車の方が手を挙げたり頭を下げたりして挨拶してくださることが良くありま

す。ほとんどの場合は相手の対向車の人は見ず知らずの全く面識のない人なのですが、ちょっとしたこと

で心が通じ合い、その瞬間はとても嬉しいものです。 

また、横断歩道を渡ろうとして待っている人がいるときには車を停めますが、歩行者の人が会釈をして

渡って行かれることがあります。これもとても気持ちがいいです。特に気持ちがいいのは、良城小の子ども

たちが、横断歩道を渡り終わった後に、こちらの方を振り返ってもう一回挨拶してくれることです。これを

「良城しぐさ」と言うのだそうです。 

こうした気持ちのいい挨拶を、学校内だけでなく実践すると、鴻南中が、そして鴻南地区がもっと気持ち

のいい地域になるのではないかと思います。この横断歩道を渡り終わった後の挨拶というのを中学校で

もやってみるといいのではないでしょうか。決まりだからやるのではなく、人として気持ちいいからやる。そ

んなことが流行る学校はいい学校です。面白そうだ、楽しそうだ、いいことだ、と思った人は、是非やってみ

ましょう。 

≪始業式校長あいさつより抜粋≫  
 

令和７年９月１２日発行  

★ 鴻南シンガーズ ＮＨＫ全国学校音楽コンクール中国ブロック 銅賞 

９月６日（土）午後、第 92 回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール中国ブロックコンクール（中学校の

部）が広島県廿日市市の「はつかいち文化ホールウッドワンさくらぴあ」で開催され、本校の有志

合唱団「鴻南シンガーズ」が出場しました。８月の県予選で中国大会の切符を手にした後、さらに

合唱に磨きをかけ、本番では予選よりも力強く繊細な合唱をホールい 

っぱいに響かせました。結果は、出場９団体中４～５位に相当する銅賞  

でした。Ｎコン初出場で他県の全国大会常連校に混じっての立派な活  

躍で、鴻南シンガーズの歴史に新たな一歩が刻まれました。  



  
★ 学校評価（７月）の結果について 

 ７月に実施しました学校評価アンケートに御協力いただきましてありがとうございました。 

前期では、生徒・保護者ともに学校生活や授業への肯定的な評価が多く見られました。授業

のわかりやすさや教員の熱心な指導に対する生徒の満足度は特に高く、保護者への情報発信も

評価されています。学力向上に向けて、小学校との連携による授業研究も始まっています。 

また、生活の 3 本柱やいじめ防止への意識も高く、生徒会活動が意識向上に貢献していま

す。一方で、地域貢献やボランティア活動への生徒の意識はやや低く、活動内容の工夫が求め

られます。 

 施設面ではトイレの洋式化や扇風機修理などが夏に実施され、校則の見直しも進行中です。 

 普段の教育活動の伝え方など、情報発信を工夫･充実させることで、理解がさらに深まること

が期待されます。今後も地域・保護者の方々と連携し、生徒にとって安心･安全な居場所づくり

を進めていく方針です。 

 学校評価結果の詳細については、ホームページの「お知らせ」に掲載しておりますのでご覧

ください。ホームページは本紙タイトル横にあります二次元コードからも閲覧になれます。 

 

★ 拡大学校保健委員会を実施しました 

 ８月７日（木）に、第２回地域協育ネット協議会

兼第１回拡大学校保健委員会を開催しました。小学

生２２名、中学生１６名を含めた約８０名が参集

し、中学生の健康や体力について情報交換を行った

後、「思春期の心と向き合う～話せる人・頼れる人

を増やそう～」をテーマに熟議を行いました。熟議では小学生、中学生が活発に発言している様

子や、保護者や地域の方が子どもたちの声にしっかりと耳を傾けておられる様子がどのグループ

でも見られ、小中学生の交流、子どもと大人の交流が図られる貴重な時間となりました。以下は、

参加した小中学生、保護者や地域の方の感想です。 

地域  中学生も小学生も大人も意見が出しやすかった。「頼れる人を増やそう」そう思わ

れる大人になりたいと思うし、地域にも広げていきたい。  

小学生  別の小学校の人や中学生、大人の人とも話ができて、自分にはなかった視点、考

え方を身につけることができた。またこのような熟議があれば参加したい。  

中学生  自分の視野を広げて物事を捉えていきたい。物事をポジティブに捉えたり、良

い考え方に変えたりすることで悩みは少なくなるんじゃないかなと思った。自分が信頼

できる人を日頃から意識していこうと思った。  

★ ＹＫＢ・ＯＫＢを実施しました 

７月２２日（火）・２３日（水）にＹＫＢ（吉敷交流勉強会）、Ｏ

ＫＢ（大歳交流勉強会）が開催されました。２日間で、中学生は

約４０名がボランティア・スタッフとして参加しました。勉強会は

９０分でしたが、中学生は小学生の集  

中力、頑張りに驚き、「自分たちも勉強  

を頑張らないと！」と刺激を受けていま 

した。 

次回は、冬休みの１２月２５日・２６日  

を予定しています。 

★ お知らせ 

・令和７年度体育祭は、 

９月２７日（土）８時２５分から

１１時４５までの日程で実施し

ます。 

※駐車場はございません。 

 

生徒たちの懸命に取り組む姿

をぜひ御覧ください。 


